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1.背景と目的  
令和 2 年 3 月の総務省・国土交通省の合同調査 1）では，対象 76,710 集落のうち今後

10 年以内に消滅（無人化）する可能性のある集落が 505 集落（0.7％），いずれ消滅す

ると予測されている集落が 3,117 集落（4.1％）あるとされる。集落の持続については

地域外に住みながら地域と多様に関わる「関係人口」が注目され，その確保について

は議論がなされてきた。一方，定住人口の築いてきた何をどのように関係人口に繋ぎ

伝えるかという質的な課題については必ずしも議論が進んでいないと思われる。本研

究では，地区外からの関係人口と住民（定住人口）による協働活動が行われている根

羽村高橋地区を対象に，集落持続のあり方について検討した。  
2.研究対象地の概要と調査方法  

根羽村は長野県の最南端に位置する。人口は年々減少し，2020 年 10 月現在 876 人，

65 歳以上は半数を超え，14 歳以下は７％に満たない。研究対象の高橋地区も 65 歳

以上が半数を超え，年少人口は 0％と，地区の中だけで次の担い手を育成することはす

でに不可能となっている。反面，山地酪農 2）が行われる同地区の一部は，放牧牛によ

る土地管理が行われ，環境教育など多様な空間利用もされ，放牧地では村の中学生や

若い親子に加えて村外からも様々な訪問者やリピーターでにぎわいつつある。 

調査は地域特性を理解するため，（1）地区の歴史的地域資源について文献調査と地

区住民への聞取りで，①里山，②神社，③祭りの経緯と実態を明らかにした。次に（2）

集落内の放牧地での関係人口との協働活動について直近 1 年間の状況を整理した。さ

らに（3）神社周辺の維持管理や祭りについての意向を地区の全世帯（9 世帯）のうち

7 世帯 11 人に聞取り調査し，加えて放牧地における住民（定住人口）と地区外者（関

係人口）の各種協働活動について参与観察と聞き取りを行った。 

3.調査結果  

（1）歴史的地域資源調査：①里山域は近世，隣接村との山論で境界争いが絶えなかっ

た。戦後は地区住民によりスギ・ヒノキが植林されたが，近年は山への立入りは激減

した。2017 年に山地酪農が開始され，牛との共存による空間管理・活用が模索されて

きた。②放牧地内には地区の神社として白髭（しらひげ）神社が存在する。住民の精

神的支柱といえる。③春・秋 2 回，祭りが境内で催され，かつては食事を持ち寄り宴

会が行われてきたが，高齢一人暮らしの住民負担軽減のため，2010 年頃から縮小が始

まった。公民館での開催，仕出しによる食事会に変化し，2019 年からは春祭を取りや

め，秋のみの開催となっていた。 
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（2）関係人口との協働活

動：放牧地内では「（一社）

ねばのもり」（森林資源の持

続的な活用，農山村活性化

を目的に活動する会社）所

属の「地域プロデューサ」

らによりコーディネートさ

れた活動が企画実施されて

おり，2020 年 一年間の延

べ訪問者数は 313 人（うち

関係人口 107 人）あった（表

1）。うち 4 つの活動はガイ

ド料としての収入，その他

に賛同者からの寄付や補助

金も受けていた。  

（3）住民への意向調査結果：約 8 割が神社や祭りの存続を希望していた。地区外者（関

係人口）が地区活動に関わることに関しても，半数以上が抵抗なしと回答した。こう

した中，放牧地では地区住民の大切にする白髭神社の鳥居建立や緑化活動が，住民と

地区外者の協働活動で行われていた。 

4.考察  

本対象地のように，現状の定住

人口のみでは集落の存続が危ぶま

れる一方，関係人口が一定程度存

在する地域では，人口や農地面積

維持といったフィジカルな「量」

の維持だけでなく，人々が歴史的

に重要と捉えてきたメタフィジカ

ルで「質」的な対象を，関係人口

との協働作業などを通じ結びつけ

ることで「集落の持続」を捉えることも重要ではないかと考えられた。 

本地区では，山地酪農の導入により，担い手としての新規住民の移住，農林地の空

間管理が可能になると同時に，放牧地内に存在した神社環境の一部が維持管理できる

ことで住民の関係人口への意識も変化した。加えて地域プロデューサによる意識的な

地域歴史資源の継承への取組がこれを可能にし，その効果を高めていた（図 1）。 
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図１．「集落の持続」において継承すべき対象の構造 
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